
令和6年度 第１回和泉市健康づくり推進市⺠会議(7/11)の振り返り

案件（１） 委員⻑の選出
・委員の互選により永⽥委員が委員⻑に就任。

案件（２） 前回の振り返り
・事務局より、令和5年度第2回会議の議事内容を確認。
・令和5年度第2回会議以降の状況共有として、健康づくり・食育につながる活動に関する対応を報告。

案件（３） 第3次健康都市いずみ２１計画における各機関等の取り組み予定について
・事務局より、令和６年度における行政の主な取組予定や進捗状況を報告。

案件（４） 第3 次健康都市いずみ21 計画における達成目標の進捗について
・事務局より、第3次健康都市いずみ２１計画における達成目標の進捗状況や、関連する市の概況について報告。

案件（５） 第4 次健康都市いずみ21 計画の策定について
・事務局より、第４次健康都市いずみ２１計画の策定スケジュールについて報告。
 本市⺠会議と並行して検討委員会を開催。検討委員会は５回、市⺠会議は２回実施予定。
 関係団体の皆様には、ヒアリング並びに検討委員会委員としてご協力いただきたい旨を説明。

案件（６） その他
・各委員へ、新しい取組や効果的な取組等について、書面において追加のご意見等をいただきたい旨を説明。
・第２回会議の開催日程及び議題について説明。

・各機関からの主な意見（要約）

意見 その後の対応

1 医師会

【案件２】
和泉市の特定健診の受診率は39.6％と泉州地域ではトップクラスだが、国の目標受診率60％には
及ばないため、引き続き取り組みを進めてもらいたい。

令和4年度の特定健診受診率は、全国（37.5％）、大阪府
（30.8％）、和泉市（39.8％）。本市の特定健診受診率は、令
和2年度に新型コロナウイルス感染症拡大の影響により低下し
たがその後回復し、令和4年度では39.8％、令和5年度は40.0％
で、過去最高の値となっている。健診は自身の健康状態を把握
する機会となることから、引き続き受診率の向上をめざし、関
連する部署と課題を共有しながら連携して取組を実施してい
く。

2 和泉保健所

【案件３】
大阪府の健康づくり課で各市町の健康カルテを作成しているため、ぜひ活用いただきたい。和泉
市の特徴として、若い世代での糖尿病治療者や喫煙率が高いなど特徴がある。

大阪府の健康づくり課で各市町の健康カルテの情報も参考に第
4次健康都市いずみ21・食育推進計画策定を行っている。
次期計画においても働き世代の健康課題があげられており（和
泉市国保のメタボ割合は全国を上回り、50歳以上の男性におけ
る肥満割合が3次計画策定時より大きく増加、妊婦の喫煙率は
全国・府を上回っているなど）、次期計画においても取り組み
を行っていく。

3 副市⻑

効率的な議論をいただいたが、追加のご意見については、追加のアンケートにご回答いただく形
でいただきたい。漏らさず受け⽌めて次回にフィードバックさせていただく。次回市⺠会議の頃
には次期計画が大方出来上がっているため、間に行われる検討委員会で十分にご議論いただき、
より多くの代表の方々のご意見を取り入れる次期計画にしたいと考える。

また、市としての取組がどのように次につながっていくかを分かりやすく示そうという話もして
いる。本日の資料２では行政の取組、資料４ではその結果を示しているが、市としての取組と、
その結果どのようになったかをより明確に示したいと考える。皆さまからも、効果的な取組につ
いてご意見をいただきたい。次期計画策定に向けて、ウェルビーイングを視野に入れて政策を検
討し直すよう市⻑からも指示が出ている。身体的な健康のみではなく、幸福感や⽣きがい、地域
における関わりも含めた健康・ウェルビーイングに向けて取組を進めたい。最近では健康ではな
く健幸という表記がされることも多いが、縦割り行政を乗り越えて、ウェルビーイングの実現に
取組たい。また、社会全体がウェルビーイングに向かわないと、個人への介入は難しいため、次
期計画では社会での取組と個人での取組の両面で進めたいと考える。
いずれにしても、国や府の計画や方針を先取りする形で和泉発の健康づくりを進めていきたい。

会議後の意見聴取を行い、頂いた意見は内容に応じ対応し、次
期計画策定に係る検討委員会とも連動を図るとともに、次回会
議で報告しフィードバックを行う。

市としての取組とその結果どのようになったかをより明確にす
るため、目的を達成するに至るまでのロジックモデルの作成、
推進体制、ウェルビーイングの視点を含めた健康増進につい
て、計画策定における検討委員会にてご審議いただき、次期計
画を策定し推進を図っていく。

・各機関より、令和6年度における主な取組予定や進捗状況を報告。

資料１


